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閉塞を破るには
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技術開発本部長　大島　崇文

　国内の企業はいま「六重苦」を抱えるとされており、生産拠点を日本から海外に移転せ
ざるを得ないなど産業の空洞化が加速する懸念がある。生産工程の中で、付加価値の高
い部分だけでも国内に残したいが、それさえも新興国の追い上げにより浸食される恐れ
が出てきている。さらに各企業が大切にしているコア技術さえも海外に移転する動きが
ある。

　政府はこれに対抗すべく、日本国内のビジネス環境を改善しようということで、法人
税率を下げたり、あるいはＴＰＰのような自由貿易協定を結ぼうとしたりしている。経
済産業省も空洞化を防ぐため国内立地推進補助事業を推進している。

　我々企業は生き残るために何をしなければならないかを考えた場合、新しい技術、新
しい製品、新しい工程を開発し続けることが必須となる。このためには全てを自前で揃
えるというのは限界がある。文部科学省は、大学や研究系独立行政法人の研究成果を事
業化に結びつけるための「大学発新産業創出拠点プロジェクト」を最近発表したが、この
ような新しいしくみを利用することや、大学、公的研究機関、JFCCなどの民間の研究機
関と協力することがこれまで以上に必要となろう。

　更には先端技術の維持・強化に加えて、どのコア技術をブラックボックス化し、どの部
分をオープンにして国際標準化を目指すかという使い分けを戦略的に進めていかなけ
れば、これまで犯した同じ轍を踏むことになりそうである。

　昨年に引き続き、今年も2月にJFCCとの技術交流会を実施した。半日という限られた
時間ながら、JFCCから17件のプレゼンテーションと20件のポスター発表があった。要領
よくポイントをおさえた発表であり、専門外の人にも理解しやすい内容であったと思う。
電子線ホログラフィー、環境顕微鏡、第一原理計算などJFCCが保有する装置や、コア技
術が紹介され、昨年と比べ着実に研究が進歩していると参加者の多くが感じたと思う。

　交流会によりお互いの最新情報を共有することは、JFCCが保有する基盤技術、要素技
術とセラミックメーカーが持つ製造技術を組合せて、新製品開発や製造技術向上に繋げ
るというだけでなく、スピードが求められる現代において研究・開発を加速できる可能
性も併せ持っている。

　現状の種々の閉塞を打ち破ることは容易ではないが、日本の持つ技術と知恵を集約し、
勝ち残る戦略を関係する方々と是非構築して行きたいと強く思うし、今まで以上に種々
の交流を進めて行く中で答えを見出していきたいと考える。
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平成24年度　事業方針

1．研究開発事業

　平成24年度は、第5次中長期経営計画の第2年度目であり、また非営利・一般財団法人への移行後の実質的な初年度
として、ＪＦＣＣ収支の健全性を維持できるように（1）テーマ毎の支出「達成目標」設定による収益性向上、（2）固定費
の低減、（3）一層の営業基盤の強化による多角的な収入の拡大に重点を置いた三位一体の収支改善対策を継続実施し、
強靱な体質作りを推進する。

　また、同中長期経営計画に沿って、ファインセラミックス分野で最先端の研究・試験評価機関（ＣＯＥ）としての地位
確立並びに事業拡大・強化を目指した重点分野へ限られた資金を有効活用し、効果的な人員、設備及び組織の再構築を
進める。
　
　以下、項目毎には次のように実施する。

　時代的・社会的要請に即した研究を実施し、その成果をもって社会、産業への貢献を図るため、「選択と集中」による
研究分野のメリハリのある再構築に留意しつつファインセラミックスを主とした材料に係わる研究開発事業を行う。
研究で得られた成果は研究成果発表会、学会活動などを通じて広く公開・普及していく。

（1）先端技術育成研究
　「公益目的支出計画」を実行するための、公益事業の重要な活動として、将来の研究の柱となるような公益性の高い
テーマについて実施していく。
　将来のシーズ醸成と公益事業費確保のため、確実かつ定常的に実行することとし、研究員費及び研究経費0.5億円を
目安に実施する。

（2）政府等受託研究
　平成24年度は年間5億円以上の獲得を目標として、継続テーマをベースに、更に新規テーマの獲得を図る。特に、複
数の有力継続テーマが平成23年度で終了するため、平成24年度以降の新規テーマの獲得のため、高い技術シーズを活
用した提案活動を積極的に行うなど最大限努力する。また、地域ネットワークを活用した中部地域プロジェクトの提
案及び立ち上げに向け、継続努力する。
　予算的には、政府等の方針に留意しつつ、再委託額を減じたＪＦＣＣ正味の額を最大限とする計画とする。また、テー
マの予算管理のために目標値を定め、予算の適正かつ有効活用に努める。

2．研究技術普及啓発事業

　定期刊行物の発行、シンポジウム・講演会の開催、マスメディア広報等を通じ、研究成果及び技術情報の普及を幅広
く行う。
　公益事業の重要な活動として、平成23年度並みの事業規模とする。

3．中小企業技術支援事業

　関係機関との連携を図りつつ、広く技術相談や人材育成を実施していくとともに公的資金による共同研究等を通じ、
中小企業の振興に資する。
　公益事業の重要な活動として、平成23年度並みの事業規模とする。

4．国際交流事業

　海外の機関、研究者との各種の交流を通じて連携を深め、ＪＦＣＣがファインセラミックスを主とする材料の研究
開発機関であるとともに先端的な微構造解析技術等を有するナノテク研究拠点でもあることについて国際的知名度
を高めていく。
　公益事業の重要な活動として、平成23年度並みの事業規模とする。
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5．民間受託・共同開発事業

　企業の個別要望に直接応え産業界へ貢献する重要な事業であるとともにＪＦＣＣの健全な経営にとって重要な収
入源であり、より積極的に推進する。
　平成24年度は年間4.5億円以上の獲得を目標として、ＪＦＣＣの蓄積された研究成果を活用することにより全所的
に一層のシーズＰＲとニーズ把握に努め、積極的な提案活動により、全所一体となって受託増加に努力する。
　また、「より高い研究成果」の提供により継続利用及び高付加価値化を図る。さらなるテーマ拡大のため、引き続き委
託者との共同でのテーマ発掘に努力するとともに、大学等他機関とも適宜連携し共同提案の形も検討する。また、研究
開発のスピードを向上させ、タイムリーに研究成果を出していくことで企業とのより高い信頼関係を構築する。また、
オープンラボの利用促進を積極的に図る。
　収益性確保に向けては、テーマ毎に別途定める目標値を目途に獲得するよう努力する。

6．試験評価受託・施設機器貸出事業

　国際的な金融不安や円高など日本経済の状況は依然として不透明な点があるが、震災からの復興需要や新興国の成
長回復も期待されることから、受注エリアの拡大及びユーザー側への積極的な受注活動に努力し、収益を確保する事
業として、平成23年度の受注予測を上回る2.5億円以上の獲得を目指して最大限努力する。
　第5次中長期経営計画での最終年度目標額3億円への増収を確実にするため、「電子顕微鏡解析」、「機械的特性評価」、
「熱的特性評価」、「電磁気特性評価」、「非破壊試験」「プロセス技術」及び「セラミックスの精密加工」による試験評価な
ど、研究開発と一体となって重点分野の強化策を検討する。
　収益性確保に向けては、別途目標値を定め努力する。

7．広告・宣伝事業

　ホームページ、マスメディア、国際セラミックス総合展をはじめとした各種展示会等の様々な手段を積極的に活用
し、幅広く成果普及・広報を行い、受託獲得につなげる。特に、中長期経営計画目標達成のために、営業活動の強化を図
る。具体策としては、ＪＦＣＣの研究成果の周知と利用機会拡大のための技術交流会及び見学会の開催数を前年度よ
り一層増加させニーズ・シーズのマッチングの機会を増やすことに加え、個別アプローチによる営業活動等をより一
層展開し、新規顧客の獲得、リピーターの拡大に努め、民間受託・共同開発事業、試験評価受託事業及び施設・機器貸出
事業の拡大につなげる。

8．標準物質頒布事業

　産業界での技術基盤となる標準物質を継続頒布する。ＰＲ活動とともに関係機関との連携を深め1.1億円の収入を
目指す。

9．人事計画

　個々人の役割を分かりやすくするとともに、人材の滞留化を防止する仕組みを平成２３年度に引き続き整備し、ま
た、評価制度や諸手当について、職員への透明性を高めるとともに、より達成感が味わえる仕組みを充実させる。
　第5次中長期経営計画に基づき、重点分野毎に内部配置転換、即戦力となる人員の雇用、若手研究員等の雇用・養成等
の多面的な検討及び実施をしていく。

10．支出計画等

　収益性の改善、固定費の削減及びメリハリのある投資計画について、継続的に実施し安定経営につなげる。

（1）収益性改善
　収益性の改善では、別途「目標値」を定めて、個別テーマ毎にＰＤＣＡを回しきめ細かに支出状況の妥当性をフォロー
し、引き続き収益性の改善・定着を図る。

（2）固定費削減
　管理費については平成23年度の金額程度を維持する。一方、人件費については、平成23年度に引き続いて見直しを
続けるが、ナノ構造解析や試験評価といった戦略分野の強化については計画性をもって行う。　　　　

（3）投資計画
　設備について、競争力強化のため戦略分野に関する基盤的設備について、計画性をもって整備する。要員については、
人事計画に従い、即戦力となる人員、及び将来にわたりＪＦＣＣを支えていく人材の雇用等を計画的に行う。
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理事会・評議員会の開催

　当財団は、新公益法人制度に基づき、2月1日に非営利・一般財団法人ファインセラミックスセンターとして、新たに
スタートしました。
　新法人の第１回理事会を開催し、第１回評議員会を以下のとおり開催予定です。
　議案は、旧法人の事業報告・決算、新法人の事業計画・予算、役員の選任等です。

○第１回理事会

　日　時　平成２４年３月１６日（金）１５：３０～１６：３０

　場　所　ＪＦＣＣ会議室

　議　事［議決事項］

　　　　　１．基本財産の設定について

　　　　　２．旧法人の平成２３年度※１事業報告及び決算の承認について

　　　　　３．新法人の平成２３年度※２事業計画及び予算の承認について

　　　　　４．新法人の平成２４年度事業計画及び予算の承認について

　　　　　５．業務執行理事の職務及び代行順位について

　　　　　６．第１回評議員会の開催について

○第１回評議員会

　日　時　平成２４年４月６日（金）１５：３０～１６：３０

　場　所　ＪＦＣＣ会議室

　議　事［議決事項］

　　　　　１．議長（会長）・副議長（副会長）の選任について

　　　　　２．旧法人の平成２３年度※１決算の承認について

　　　　　３．評議員の選任及び副議長（副会長）の選任について

　　　　　４．理事の選任について

　　　　　５．顧問の委嘱について

　　　　　６．理事の報酬総額について

　　　　　７．理事の退任に伴う退職金の支給について

　　　　［報告事項］

　　　　　１．旧法人の平成２３年度※１事業報告について

　　　　　２．新法人の平成２３年度※２事業計画及び予算について

　　　　　３．新法人の平成２４年度事業計画及び予算について

※ 平成２３年度事業期間
　　※１　旧法人：平成２３年４月１日～平成２４年１月３１日
　　※２　新法人：平成２４年２月１日～平成２４年３月３１日



ナノ多孔質体の真空下における熱伝導特性を保護熱板法
（GHP法）により評価・解析

Japan Fine Ceramics Center研究成果 研究成果 

真空断熱材開発を目指したナノ多孔質体の熱伝導率評価･解析

住宅やビル等の冷暖房における大幅な省エネを実現するためには、壁材・窓材用の
高性能断熱材の開発が望まれる。

技術の
ポイント

基礎
研究

高性能真空断熱材用に開発されたナノ多孔質体の熱伝導率を評価・解析し、真空下
における伝熱機構を検討する。

今後の展開

高性能断熱材の開発に寄与
真空下における伝熱機構を
さらに検討し、超低熱伝導材
料の開発を目指す

ナノ多孔質シリカ粉末及びシリカエアロゲルは1000Pa以下の雰囲気圧力にお
いて0.01W/(m･K)以下の低熱伝導率を示し、かつ圧力の増加による熱伝導率の上
昇変動が小さい(真空漏れに対して有利）。低真空度域（10～1000Pa）における真
空断熱材として極めて有望と言える。

5

図1. ナノ多孔質体の熱伝導率の雰囲気圧力依存性

参考文献 : 小川光惠ら、第31回日本熱物性シンポジウム講演論文集, （2010）

謝辞 ： この成果は、経済産業省・NEDO「マルチセラ ミックス膜新断熱材料の開発」の委託業務の結果得られたものです。

図2. ナノ多孔質体の外観と微構造

ナノ多孔質シリカ粉

シリカエアロゲル

背 景

目 的

成 果

 ・ 熱伝導率測定方法 ： 保護熱板法（GHP法）により雰囲気圧力を変化させて測定
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nano tech 2012（第11回 国際ナノテクノロジー総合展･会議展）に出展

　2012年2月15日(水)～17日(金)、東京ビッグサイトにて開催されたnano 
tech 2012に出展いたしました。経済状況が悪いといわれる中でも、4万5千人
の来場者がありました。
　今回も見て分かりやすくというコンセプトでポスターを14枚、サンプルを
2点、研究成果の映像をパソコンで映し出し、大型モニターで21件のショート
プレゼンテーションの様子を放映しました。
　ＪＦＣＣブースへの来場者も多く、特長のある材料プロセスには多くの方々
に興味を持って頂き、資料も提供して認識を深めて頂きました。
最大規模のＮＥＤＯブースには｢マルチセラミックス膜新断熱材料の開発｣を
始め4プロジェクトの成果が展示され、来場者の注目を集めました。また、2月
16日（木）にはNEDOの古川理事長にもＪＦＣＣブースにご来場頂きました。
　今後も本展示会などを通じて、ＪＦＣＣを知っていいただき、活用していただけるように活動を推進していきます。

第5回ナノ構造研究所講演会予定

　JFCCでは2007年4月のナノ構造研究所設立以来、ナノ構造研究所講演会を4回開催してきました。第１回はナノ構
造研究所での研究重点分野の説明を行い、第2回～第4回はJFCCが開催している国際会議「International Symposium on 
Advanced Microscopy and Theoretical Calculations （AMTC）」のサテライト会議として開催して参りました。AMTCでは
最先端の研究を英語で議論し、ナノ構造研究所講演会では社会ニーズに合ったホットな研究成果をわかりやすく日本
語でお話しするという考え方で、今後も両方を続けていく計画です。第5回ナノ構造研究所講演会は2012年冬開催の
予定です。

第2回ワークショップ（中国／清華大学 - JFCC）開催

　2月14日(火)JFCCにおいて、中国／清華大学とワークショップを開催しま
した。
　昨年、北京にて清華大学／State Key Lab．of  New Ceramics & Fine 
Processingと技術的交流を目的とした協力協定を締結し、ワークショップを
開催しましたが、この度の清華大学のJFCC来訪の機会に第2回ワークショッ
プを開催しました。
　今回はクローズで行われましたが、活発な討議が行われ、意義あるワークショッ
プとすることができました。

講演1 「New Class of Refractory Ceramics for Thermal Barrier Coatings」

Prof. Wei PAN 氏 （清華大学）

講演2 「Fabrication, Structure Control and Properties of Porous Ceramics 

  with High Porosity and High Strength」 Prof. Changan Wang 氏 （清華大学）

講演3 「Characterization of Interfaces in Thin Films of Lithium Ion Battery 

  Material LiCoO2」 クレイグ・フィッシャー （JFCC）

講演4 「Research Phase of SiC Materials for Electric Power Devices」

石川 由加里 （JFCC）

講演5 「Development of Crystal Defect Revelation Techniques for 4H Silicon Carbide」

姚 永昭  （JFCC）

Prof. Wei PAN 氏
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平成２４年３月３１日付
　契約期間満了
　　材料技術研究所　フロンティア推進グループ　特別技術アドバイザー　　林　宏爾
　　材料技術研究所　エレクトロ・マテリアルグループ　研究員　　　　　　木下　久美子
　　ナノ構造研究所　環境顕微鏡グループ　上級研究員補　　　　　　　　　吉田　健太

平成２４年３月３１日付
　出向元復帰
　　材料技術研究所　フロンティア推進グループ　主席研究員　　　　　　　山本　元弘（東海カーボン（株））

平成２４年４月１日付
　職員採用
　　材料技術研究所　フロンティア推進グループ　上級研究員補　　　　　　上田　太郎

人の動き

表　彰
○日本表面科学会中部支部
　第１１回　日本表面科学会中部支部研究会　「講演奨励賞」（ポスドク・博士部門）
　受賞日　　平成２３年１２月２４日
　受賞者　　姚　永昭 
　受賞題目　Crystal defects on 4H-SiC surface introduced by mechanical polishing

○日本ＭＲＳ
　第２１回　日本ＭＲＳ学術シンポジウム　「奨励賞」
　受賞日　　平成２４年１月１２日
　受賞者　　藤村　幸司 
　受賞題目　Determination of Atomic Configurations and Lithium-Ion Conduction
　　　　　　Mechanisms in LISICON-based Solid Electrolytes by First-Principles Calculations

○社団法人日本ファインセラミックス協会
　エクセレントプレゼンテーション賞
　受賞日　　平成２４年１月２３日
　受賞者　　川原　浩一
　受賞題目　噴霧熱分解法とその応用

○社団法人日本材料学会東海支部
　日本材料学会東海支部　第６回学術講演会「優秀講演賞」（技術部門）
　受賞日　　平成２４年３月５日
　受賞者　　上田　太郎
　受賞題目　ペロブスカイト型酸化物を検知極に用いたセラミックス環境センサ

○財団法人永井科学技術財団
　第２９回（平成２３年度） 永井科学技術財団賞　「奨励賞」
　受賞日　　平成２４年３月６日
　受賞者　　奥原　芳樹
　受賞題目　透明導電性セラミックス膜による熱線反射に関する研究

JFCC の動きJFCC の動き

岡本一雄 ＪＦＣＣ理事長にチューリッヒ工科大学より名誉博士号を授与

　ＪＦＣＣ理事長である岡本一雄氏は、トヨタ自動車在籍時に行ったハイブ
リッド車の開発および世界的普及の功績が人類の発展に貢献したと高く評価
され、2011年11月19日チューリッヒ工科大学より名誉博士号を授与されまし
た。
　これは多くのノーベル賞受賞者が輩出されている権威ある称号で、日本人
では1998年以来の6人目の快挙となりました。
　チューリッヒ工科大学の著名な卒業生は、物理学者のヴィルヘルム・レント
ゲンやアルベルト・アインシュタイン、指揮者のカルロス・クライバー等です。
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事業案内事業案内

『The ３rd International Symposium on Advanced Microscopy 
and Theoretical Calculations（AMTC3）』開催のご案内

　『最先端の顕微鏡と理論計算に関する国際シンポジウム』は、これまで2008年と2010年の2回開催いたしました。こ
の国際シンポジウムは愛知万博理念継承事業として、　世界からトップレベルの科学者、技術者を招き、ナノ構造解析、
最先端の材料設計に用いられる、電子顕微鏡・理論計算についてその最新技術と成果を深く議論するものです。第1回、
第2回とも、20～30件の招待講演、100件以上のポスター発表が行われ、十数ヶ国から約300名の参加者を集め、成功裏
に終了することができました。
　この国際シンポジウムは2年に1度開催してきており、第3回（ＡＭＴＣ3）は2012年5月9日～11日（長良川国際会議場）
に開催いたします。ＡＭＴＣ3でも、これらの最新情報は優れた機能を有する新材料の合理的な設計を可能とし、新材
料創出に役立つものであり、材料科学、産業、究極的には地球環境の保護、社会の永続的発展に大きく貢献すると考え
ております。
　是非、多数の皆様がご参加くださいますよう、ご案内申し上げます。

　なお、詳細な情報については公式ホームページをご覧ください。（参加登録費；無料）
　　【公式HP】：http://www.congre.co.jp/amtc3/

2012年度研究成果発表会（第24回）開催のお知らせ

　2012年度の「研究成果発表会」を下記の日時で名古屋と東京で開催いたします。
　具体的な内容やスケジュールは、5月頃お知らせできる予定です。ＪＦＣＣメールマガジンにご登録いただければ、
最新の情報をお知らせいたします。ご登録はＪＦＣＣホームページをご覧ください。多くの皆様方のご参加をお待ち
しております。なお、参加は無料です。

○ 名古屋会場
　 日時　2012年7月6日（金） 13：00～
　 場所　愛知県産業労働センター　ウインクあいち　
　　　　 〒450-0002 名古屋市中村区名駅4丁目4-38
　　　　 TEL 052-571-6131
　　　　 http://www.winc-aichi.jp/access/

○ 東京会場
　 日時　2012年7月12日（木） 13：00～
　 場所　東京大学 武田先端知ビル5Ｆ 「武田ホール」
　　　　 〒113-8654 東京都文京区本郷7-3-1（事務局）
　　　　 TEL 03-3812-2111(代表)　
　　　　 http://www.u-tokyo.ac.jp/campusmap/cam01_04_16_j.html

JR･地下鉄･名鉄･近鉄「名古屋駅」下車徒歩約2分

地下鉄　千代田線「根津駅」下車 1番出口徒歩5分
　　　　南北線　「東大前駅」下車 1番出口徒歩10分
　　　　丸の内・大江戸線「本郷三丁目駅」下車 徒歩25分


